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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（I）：
【化１】

〔式中、
　Ｒ１＝Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ４＝Ｘ＝Ｙ＝水素（－Ｈ）である〕
で表される物質またはその塩
を含む、化粧品組成物および／または局所性組成物であって、皮膚におけるメラニン形成
の阻害のための、化粧品組成物および／または局所性組成物。
【請求項２】
　式（I）の物質またはその塩が、組成物の総量に基づいて０.０００１～１０重量％の量
で存在する、請求項１に記載の化粧品組成物および／または局所性組成物。
【請求項３】
　式（I）：
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【化２】

〔式中、
　Ｒ１＝Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ４＝Ｘ＝Ｙ＝水素（－Ｈ）である〕
で表される物質またはその塩
の、請求項１または２に記載の化粧品組成物および／または局所性組成物の製造のための
使用。
【請求項４】
　皮膚の色素沈着における異常症に関する疾患の治療のための、請求項１または２に記載
の化粧品組成物および／または局所性組成物。
【請求項５】
　前記疾患が異常メラニン合成および／または分泌を示す、請求項４に記載の化粧品組成
物および／または局所性組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に皮膚美白ためのおよび／または老化皮膚の兆候に対抗する、化粧品に使
用するための、１－アミノ－３－フェニル尿素およびその誘導体に関する。また、本発明
は、皮膚の色素沈着に関する異常症の処置のための、そのような物質の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の健康および外観を改良するために、消費者が入手可能な化粧品組成物は、数多く
存在する。特に、これらの化粧品は、皮膚の色合いを改善し、明るくしまたは皮膚色素沈
着を減らし、色素異常症、例えば高色素沈着および加齢斑の防止または処置のために使用
される。高色素沈着疾患は、例えば、肝斑（ホルモン因子により誘発されるおよび日光暴
露の効果により増幅されるメラニンの過剰分泌）、色素斑、日光黒子および老年性黒子、
デュブーユメラノシス（Dubreuilh melanosis）、肝斑、またはいかなる形態の黒皮症ま
たはメラノサイト機能障害を含む。
【０００３】
　例えばしみ、そばかす、および肝斑などの皮膚高色素沈着は、日焼けなどにより引き起
こされる。それは、加齢とともに、増加しまたはより消えにくくなり、特に中高年および
より高齢者を悩ませる問題となる。このような色素沈着は、そのメカニズムが未だ確立さ
れておらず、太陽光（特に紫外線）などによって誘発される皮膚の炎症により引き起こさ
れると考えられている。
【０００４】
　メラニン色素は、表皮中に存在するメラノサイト内のメラノソームと称されるメラニン
産生顆粒中で作られ、隣接する表皮細胞に運ばれる。
【０００５】
　上記の問題は、このような色素沈着を改善すること、通常の皮膚色を復元すること、皮
膚を美白することおよび／または明るくすることができる物質の発展を促し、その結果、
多くの市販製品をもたらした。
【０００６】
　化粧品業界において、皮膚色素沈着を減らすために使用されるいくつかの化合物が既知
であり、例えば、ヒドロキノン、アルブチン、コウジ酸、アゼライン酸、アスコルビン酸
またはその誘導体、例えばリン酸アスコルビルマグネシウム、いくつかの植物抽出物、例
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えば、トウグワ抽出物またはカンゾウである。しかしながら、これらの製品は、細胞毒性
があり、あまり効果がなく、不安定性、または暗色影響のために製剤中に使用するのが困
難であり得る。例えば、コウジ酸は、化粧品製剤中で不安定であり、暗褐色の生成物を導
く。さらに、いくつかの国においては、ヒドロキノンの化粧品における使用が禁止されて
いる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、皮膚外観を改善するためおよびこれらの色素沈着疾患を治療することを目
指す、美容上効果的な脱色素または美白活性成分を、安全、安定および簡単に調製する方
法に対する要望がある。その上、色黒の人の中には、特定の美的特徴とみなされるような
、明るい皮膚色を好む人もいる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、１－アミノ－３－フェニル尿素またはその誘導体またはそれらの塩の、皮膚
美白および／または色素沈着の低減のための使用を見出したものである。
【０００９】
　したがって、本発明は、式（I）：
【化１】

〔式中、
－Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、独立して、水素（－Ｈ）、メチル（－ＣＨ３）、エチ
ル（－ＣＨ２ＣＨ３）、Ｃ３アルキル、Ｃ４アルキル、Ｃ５アルキルおよびＣ６アルキル
からなる群から選択され、および、
－ＸおよびＹは、独立して、水素（－Ｈ）、メチル（－ＣＨ３）、エチル（－ＣＨ２ＣＨ

３）、Ｃ３アルキル、Ｃ４アルキル、Ｃ５アルキルおよびＣ６アルキル、ハロゲン、ニト
ロ（－ＮＯ２）、ヒドロキシ（－ＯＨ）、メトキシ（－ＯＣＨ３）、エトキシ（－ＯＣＨ

２ＣＨ３）、Ｃ３アルコキシ、Ｃ４アルコキシ、Ｃ５アルコキシおよびＣ６アルコキシ、
フェニル（－Ｃ６Ｈ５）、ベンジル（－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５）、およびベンジルオキシ（－Ｏ
ＣＨ２Ｃ６Ｈ５）からなる群から選択される〕
で表される物質またはその塩の、
（ａ）化粧品組成物および／または局所性組成物の製造
のための、
および／または
（ｂ）化粧品組成物および／または局所性組成物における
　（ｉ）皮膚のライトニングおよび／または
　（ｉｉ）皮膚の美白および／または
　（ｉｉｉ）皮膚の色素沈着の低減および／または
　（ｉｖ）皮膚の高色素沈着の低減および／または
　（ｖ）皮膚におけるメラニン形成の阻害および／または
　（ｖｉ）老化の兆候の防止および／または遅延、および／または、老化皮膚の皮膚外観
の改善
のための使用を対象とする。
【００１０】
　驚くべきことに、式（I）の物質またはその塩が、メラノサイトにおけるメラニン合成
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を、細胞毒性なく減少させることがわかった。式（I）の物質またはその塩がメラニンの
生成を阻害するため、前記物質を含有する化粧品組成物は、皮膚色素沈着を改善すること
ができ、特に美白および／またはライトニング化粧品に使用でき、および／または、色素
沈着を防止でき、および／または、皮膚のメラニン形成を阻害できる。
【００１１】
　したがって、本発明は、特に、式（I）の物質のメラニン形成阻害剤および／または美
白剤としての使用に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　「皮膚のライトニング」および「皮膚の美白」の用語は、特に、式（I）の物質により
得られる効果を意味する。したがって、「ライトニング」または「美白」は、好ましくは
、本発明の式（I）の物質で処理する前の状態と比較して、より明るい色への、皮膚色の
変化を意味する。よって、式（I）の物質の使用は、色素沈着の、例えば、しみのおよび
／またはそばかすの、過剰の日光暴露により引き起こされ得る高色素沈着沈着の、消去ま
たは低減だけでなく、前述の色素のライトニング、例えば、皮膚の色合いをより明るく変
えるまたはそばかすのライトニングなどを含むことが好ましい。
【００１３】
　色素沈着または高色素沈着沈着に関連して使用する「低減」という用語は、しみ、そば
かす、および／または肝斑、好ましくは皮膚中のメラニンなどの色素の量が、本発明によ
る式（I）の物質で処理する前の皮膚と比較して、減少することを意味する。
【００１４】
　メラニン形成は、人間の皮膚における、メラノサイトによるメラニンの産生および運搬
である。それは、（主に）ＵＶ放射により促進され、日焼けの進行の遅延をもたらす。日
焼けに基づくこのメラニン形成は、即時の日焼けよりも、より多くの時間を進行に要する
が、より長く持続する。したがって、皮膚のメラニン形成の阻害は、好ましくはメラニン
合成の防止または少なくともメラニン合成の抑制と理解される。これに関連して、抑制は
、皮膚で、メラノサイトによるメラニン合成を、本発明の式（I）の物質で処理していな
い皮膚と比較して少なくとも１０％、より好ましくは少なくとも２０％、さらにより好ま
しくは少なくとも５０％、なおさらにより好ましくは少なくとも８０％、同様に約１００
％減少させることを意味する。
【００１５】
　本発明による色素異常症および／または高色素沈着疾患は、異常メラニン形成を示す異
常症または疾患を含む。それは、特に、肝斑（ホルモン因子により誘発されるおよび日光
暴露の効果により増幅されるメラニンの過剰分泌）、色素斑、日光黒子および老年性黒子
、デュブーユメラノシス（Dubreuilh melanosis）、肝斑、またはいかなる形態の黒皮症
またはメラノサイト機能障害を含む。
【００１６】
　老化の兆候の防止および／または遅延は、特に、式（I）の物質の使用が、皮膚の老化
、好ましくは加齢斑、褐色斑、および／または肝斑の形成、しわ、皮膚の色むら、および
／または皮膚弾力性損失の形態での皮膚の老化を、未処理の老化皮膚と比較して、阻害す
るまたは遅らせる（延期する）ことを意味する。
【００１７】
　「老化皮膚の皮膚外観の改善」は、好適には、未処理の老化皮膚と比較して、皮膚の改
善された視覚的外観、特に、加齢斑、褐色斑、肝斑、しわ、皮膚の色むら、および／また
は皮膚弾力性の損失の低減として理解される。
【００１８】
　好ましい式（I）の物質は、以下のものである：
－Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、独立して、水素（－Ｈ）、メチル（－ＣＨ３）、エチ
ル（－ＣＨ２ＣＨ３）、ｎ－プロピル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、イソプロピル（－Ｃ（
ＣＨ３）２）、ｎ－ブチル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、イソブチル（－ＣＨ２Ｃ（
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ＣＨ３）２）、ｎ－ペンチル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、イソブチル（－Ｃ
Ｈ２ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）２）およびｎ－ヘキシル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｃ
Ｈ３）からなる群から選択される、および／または
－ＸおよびＹは、独立して、水素（－Ｈ）、メチル（－ＣＨ３）、エチル（－ＣＨ２ＣＨ

３）、ｎ－プロピル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、イソプロピル（－Ｃ（ＣＨ３）２）、ｎ
－ブチル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、イソブチル（－ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）２）、ｎ
－ペンチル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、イソブチル（－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｃ
Ｈ３）２）、ｎ－ヘキシル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）、フルロイル（
－Ｆ）、ブロミル（－Ｂｒ）、クロリル（－Ｃｌ）、ニトロ（－ＮＯ２）、ヒドロキシ（
－ＯＨ）、メトキシ（－ＯＣＨ３）、エトキシ（－ＯＣＨ２ＣＨ３）、フェニル（－Ｃ６

Ｈ５）、ベンジル（－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５）、およびベンジルオキシ（－ＯＣＨ２Ｃ６Ｈ５）
からなる群から選択される。
【００１９】
　より好ましい式（I）の物質は、以下のものである：
－Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、独立して、水素（－Ｈ）、メチル（－ＣＨ３）、エチ
ル（－ＣＨ２ＣＨ３）、ｎ－プロピル（－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３）およびイソプロピル（－
Ｃ（ＣＨ３）２）からなる群から選択され、および／または、
－ＸおよびＹは、独立して、水素（－Ｈ）、メチル（－ＣＨ３）、エチル（－ＣＨ２ＣＨ

３）、フルロイル（－Ｆ）、ヒドロキシ（－ＯＨ）、メトキシ（－ＯＣＨ３）およびエト
キシ（－ＯＣＨ２ＣＨ３）からなる群から選択される。
【００２０】
　さらにより好ましい式（I）の物質は、以下のものである：
－Ｒ１＝Ｒ２＝Ｈ
－Ｒ３およびＲ４は同一であり、Ｈ、メチルおよびエチルからなる群から選択され、およ
び、
－Ｘ＝Ｙ＝Ｈ。
【００２１】
　特に好ましい物質は、式（I）が以下のように定義される物質である：
－Ｒ１＝Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ４＝Ｘ＝Ｙ＝Ｈ。
【００２２】
　式（I）の物質を、単独でまたは本発明の技術分野において使用される他の既知の剤と
共に使用することができる。したがって、式（I）の物質は、コウジ酸、ヒドロキノン、
α－およびβ－アルブチン、他のヒドロキノングリコシド、デオキシアルブチン、フェル
ラ酸、ジアセチル－ボルジン、アゼライン酸、オクタデセン二酸、リノール酸、共役リノ
ール酸、α－リポ酸、グルタチオンおよび誘導体、ウンデシレノイル－フェニルアラニン
、ビタミンＣおよびＬ－アスコルビルリン酸マグネシウムのような誘導体、ナイアシンア
ミド、４－ｎ－ブチル－レゾルシノール、α－およびβ－ヒドロキシ酸、エラグ酸、レス
ベラトロール、Morus alba抽出物、グラブリジン（glabridin）および甘草抽出物、イン
ペラトリン（imperatorin）およびイソインペラトリンおよびAngelica dahurica抽出物、
センタウレイジン（centaureidin）およびノコギリソウ抽出物、Bellis perennis抽出物
、Phyllanthus emblica抽出物、ウォータークレス抽出物、Veratum nigrum抽出物、Sopho
ra flavescens抽出物、子嚢菌由来のメラニン分解酵素、アセトキシシナピン酸および２
－（４－ヒドロキシフェノキシ）プロピオン酸からなる群から選択される少なくとも１つ
の要素と併用することができる。
【００２３】
　本発明は、さらに、皮膚の色素沈着における異常症に関する疾患の治療のための、本発
明で定義される式（I）の物質を対象とする。より好ましくは、本発明で定義される式（I
）の物質は、肝斑（ホルモン因子により誘発されるおよび日光暴露の効果により増幅され
るメラニンの過剰分泌）、色素斑、日光黒子および老年性黒子、デュブーユメラノシス（
Dubreuilh melanosis）、肝斑、またはいかなる形態の黒皮症またはメラノサイト機能障
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害のような、異常メラニン合成および／または分泌を示す疾患を対象とする。
【００２４】
　さらなる側面において、本発明は、本発明で定義される式（I）の物質またはその塩を
含有する化粧品組成物および／または局所性組成物を対象とする。
【００２５】
　化粧品組成物および／または局所性組成物は、本発明の式（I）の物質を、組成物の総
量に基づいて、０.０００１－１０重量％、より好ましくは０.００３－５％の量で含んで
よい。
【００２６】
　「化粧品」という用語は、薬用化粧品を含み、例えば、皮膚用薬剤、軟膏、溶液、クリ
ーム、エマルジョン、トナー、ローション、ゲル、エッセンス、ファンデーション、パッ
ク　マスク、リップスティック、スティック、浴用製剤などである。
【００２７】
　化粧品形態は、幅広い範囲の製剤型を含むことができ、例えば、溶液可溶化処方、粉体
、粉体分散体、油性溶液、ゲル、軟膏、エアゾール、油中水型、固体中油中水型などであ
る。
【００２８】
　本発明の化粧品組成物は、特に、毛髪シャンプー、毛髪ローション、発泡浴剤、シャワ
ー浴剤、クリーム、ゲル、ローション、アルコール性溶液および水性／アルコール性溶液
、エマルジョン、ワックス／脂肪物質、スティック製剤、粉末または軟膏の形態であるこ
とができる。また、これらの組成物は、さらなる助剤および添加剤、穏やかな界面活性剤
、油体、乳化剤、真珠光沢ワックス、稠度調節剤、増粘剤、過脂肪剤、安定剤、ポリマー
、シリコーン化合物、脂肪、ワックス、レシチン、リン脂質、ＵＶ光保護因子、生物起源
の活性成分、酸化防止剤、脱臭剤、発汗防止剤、ふけ防止剤、皮膜形成剤、膨潤剤、防虫
剤、日焼け剤、ヒドロトロープ剤、可溶化剤、防腐剤、香油、染料などを含有することも
できる。
【００２９】
　本発明の化粧品組成物は、さらに少なくとも１つの界面活性剤を含有してよい。
【００３０】
　存在し得る界面活性物質は、アニオン性、ノニオン性、カチオン性および／または両性
または双性イオン性界面活性剤であり、組成物中に、通常は約１～７０重量％、好ましく
は５～５０重量％、特に１０～３０重量％である。
【００３１】
　アニオン性界面活性剤の代表例は、石鹸、アルキルベンゼンスルホネート、アルカンス
ルホネート、オレフィンスルホネート、アルキルエーテルスルホネート、グリセロールエ
ーテルスルホネート、α－メチルエステルスルホネート、スルホ脂肪酸、アルキルスルフ
ェート、アルキルエーテルスルフェート、グリセロールエーテルスルフェート、脂肪酸エ
ーテルスルフェート、ヒドロキシ混合エーテルスルフェート、モノグリセリド（エーテル
）スルフェート、脂肪酸アミド（エーテル）スルフェート、モノ－およびジアルキルスル
ホスクシネート、モノ－およびジアルキルスルホスクシナメート、スルホトリグリセリド
、アミド石鹸、エーテルカルボン酸およびその塩、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコ
シネート、脂肪酸タウリド、Ｎ－アシルアミノ酸、例えば、アシルラクチレート、アシル
タルトレート、アシルグルタメートおよびアシルアスパルテート、アルキルオリゴグルコ
シドスルフェート、タンパク質脂肪酸縮合物（特に、コムギに基づく植物生成物）、およ
び、アルキル（エーテル）ホスフェートである。アニオン性界面活性剤がポリグリコール
エーテル鎖を含むならば、これらは通常の同族体分布を有していてよいが、好ましくは狭
い同族体分布を有する。
【００３２】
　ノニオン性界面活性剤の代表例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキル
フェノールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエステル、脂肪酸アミドポリ
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グリコールエーテル、脂肪アミンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリセリ
ド、混合エーテルおよび混合ホルマール、所望により部分的に酸化したアルキル（アルケ
ニル）オリゴグリコシドおよびグルクロン酸誘導体、脂肪酸Ｎ－アルキルグルカミド、タ
ンパク質加水分解物（特に、コムギに基づく植物生成物）、ポリオール脂肪酸エステル、
糖エステル、ソルビタンエステル、ポリソルベートおよびアミンオキシドである。ノニオ
ン性界面活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含有するならば、これらは通常の同族体分
布を有していてよいが、好ましくは狭い同族体分布を有する。
【００３３】
　カチオン性界面活性剤の代表例は、第４級アンモニウム化合物、例えばジメチルジステ
アリルアンモニウムクロリド、およびエステルクォート、特に第四級化した脂肪酸トリア
ルカノールアミンエステル塩である。
【００３４】
　両性および双性イオン性界面活性剤の代表例は、アルキルベタイン、アルキルアミドベ
タイン、アミノプロピオネート、アミノグリシネート、イミダゾリニウムベタインおよび
スルホベタインである。
【００３５】
　上記した界面活性剤はもっぱら既知化合物である。
【００３６】
　特に適する穏やかな、即ち、特に皮膚に適合する界面活性剤の代表例は、脂肪アルコー
ルポリグリコールエーテルスルフェート、モノグリセリドスルフェート、モノ－および／
またはジアルキルスルホスクシネート、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコシネート、
脂肪酸タウリド、脂肪酸グルタメート、α－オレフィンスルホネート、エーテルカルボン
酸、アルキルオリゴグルコシド、脂肪酸グルカミド、アルキルアミドベタイン、アンホア
セタールおよび／またはタンパク質脂肪酸縮合物であり、後者は好ましくは、コムギタン
パク質に基づく。
【００３７】
　さらにまたはその代わりに、本発明の化粧品組成物は、少なくとも１つの油体をさらに
含有してよい。
【００３８】
　適当な油体は、例えば、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を有する脂肪ア
ルコールに基づくゲルベアルコール、直鎖Ｃ６－Ｃ２２脂肪酸と直鎖または分岐鎖Ｃ６－
Ｃ２２脂肪アルコールとのエステルおよび／または分岐鎖Ｃ６－Ｃ１３カルボン酸と直鎖
または分岐鎖Ｃ６－Ｃ２２脂肪アルコールとのエステル、例えば、ミリスチン酸ミリスチ
ル、パルミチン酸ミリスチル、ステアリン酸ミリスチル、イソステアリン酸ミリスチル、
オレイン酸ミリスチル、ベヘン酸ミリスチル、エルカ酸ミリスチル、ミリスチン酸セチル
、パルミチン酸セチル、ステアリン酸セチル、イソステアリン酸セチル、オレイン酸セチ
ル、ベヘン酸セチル、エルカ酸セチル、ミリスチン酸ステアリル、パルミチン酸ステアリ
ル、ステアリン酸ステアリル、イソステアリン酸ステアリル、オレイン酸ステアリル、ベ
ヘン酸ステアリル、エルカ酸ステアリル、ミリスチン酸イソステアリル、パルミチン酸イ
ソステアリル、ステアリン酸イソステアリル、イソステアリン酸イソステアリル、オレイ
ン酸イソステアリル、ベヘン酸イソステアリル、オレイン酸イソステアリル、ミリスチン
酸オレイル、パルミチン酸オレイル、ステアリン酸オレイル、イソステアリン酸オレイル
、オレイン酸オレイル、ベヘン酸オレイル、エルカオレイル酸、ミリスチン酸ベヘニル、
パルミチン酸ベヘニル、ステアリン酸ベヘニル、イソステアリン酸ベヘニル、オレイン酸
ベヘニル、ベヘン酸ベヘニル、エルカ酸ベヘニル、ミリスチン酸エルシル、パルミチン酸
エルシル、ステアリン酸エルシル、イソステアリン酸エルシル、オレイン酸エルシル、ベ
ヘン酸エルシルおよびエルカ酸エルシルなどである。直鎖Ｃ６－Ｃ２２－脂肪酸と分枝鎖
アルコール（特に２－エチルヘキサノール）とのエステル、Ｃ１８－Ｃ３８－アルキルヒ
ドロキシカルボン酸と直鎖または分枝鎖Ｃ６－Ｃ２２－脂肪アルコール（特に、ジオクチ
ルマレート）とのエステル、直鎖および／または分枝鎖脂肪酸と多価アルコール（例えば
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、プロピレングリコール、ダイマージオールまたはトリマートリオール）および／または
ゲルベアルコールとのエステル、Ｃ６－Ｃ１０－脂肪酸に基づくトリグリセリド、Ｃ６－
Ｃ１８－脂肪酸に基づく液体のモノ－／ジ－／トリグリセリド混合物、Ｃ６－Ｃ２２－脂
肪アルコールおよび／またはゲルベアルコールと芳香族カルボン酸との、特に安息香酸と
のエステル、Ｃ２－Ｃ１２－ジカルボン酸と１～２２個の炭素原子を有する直鎖または分
枝鎖アルコールまたは２～１０個の炭素原子および２～６個のヒドロキシル基を有するポ
リオールとのエステル、植物油、分枝鎖第一級アルコール、置換シクロヘキサン、直鎖お
よび分枝鎖Ｃ６－Ｃ２２－脂肪アルコールカーボネート、例えば、炭酸ジカプリリル（Ce
tiol（登録商標）CC）、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を有する脂肪アル
コールに基づくゲルベカーボネート、安息香酸と直鎖および／または分枝鎖Ｃ６－Ｃ２２

－アルコール（例えばFinsolv（登録商標）TＮ）とのエステル、アルキル基１つあたりに
６～２２個の炭素原子を有する、直鎖または分枝鎖、対称または非対称ジアルキルエーテ
ル、例えば、ジカプリリルエーテル（Cetiol（登録商標）OE）、エポキシ化脂肪酸エステ
ルのポリオールによる開環生成物、シリコーン油（とりわけシクロメチコーン、シリコン
メチコーン型）および／または脂肪族またはナフテン系炭化水素、例えば、スクワラン、
スクアラン、スクアレンまたはジアルキルシクロヘキサンも適当である。
【００３９】
　さらにまたはその代わりに、本発明の化粧品組成物は、少なくとも１つの乳化剤をさら
に含有してよい。
【００４０】
　適当な乳化剤は、例えば、以下の群の少なくとも１つから選ばれる非イオノゲン性界面
活性剤である：
・８～２２個の炭素原子を有する直鎖脂肪アルコールへの、１２～２２個の炭素原子を有
する脂肪酸への、アルキル基に８～１５個の炭素原子を有するアルキルフェノールへの、
およびアルキル基に８～２２個の炭素原子を有するアルキルアミンへの、エチレンオキシ
ド２～３０モルおよび／またはプロピレンオキシド０～５モルの付加生成物；
・アルキル（アルケニル）基に８～２２個の炭素原子を有するアルキルおよび／またはア
ルケニルオリゴグリコシドおよびそのエトキシ化類似体；
・ヒマシ油および／または水素添加ヒマシ油へのエチレンオキシド１～１５モルの付加生
成物；
・ヒマシ油および／または水素添加ヒマシ油へのエチレンオキシド１５～６０モルの付加
生成物；
・グリセロールおよび／またはソルビタンと、１２～２２個の炭素原子を有する不飽和、
直鎖または飽和、分枝鎖脂肪酸との、および／または、３～１８個の炭素原子を有するヒ
ドロキシカルボン酸との部分エステル、およびそれらのエチレンオキシド１～３０モルと
の付加物；
・ポリグリセロール（平均自己縮合度２～８）、ポリエチレングリコール（分子量４００
～５０００）、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、糖アルコール（例えば
ソルビトール）、アルキルグルコシド（例えばメチルグルコシド、ブチルグルコシド、ラ
ウリルグルコシド）、およびポリグルコシド（例えばセルロース）と、１２～２２個の炭
素原子を有する飽和および／または不飽和、直鎖または分枝鎖脂肪酸との、および／また
は、３～１８個の炭素原子を有するヒドロキシカルボン酸との部分エステル、およびその
エチレンオキシド１～３０モルの付加物；
・ペンタエリスリトール、脂肪酸、クエン酸および脂肪アルコールの混合エステルおよび
／または６～２２個の炭素原子を有する脂肪酸、メチルグルコースおよびポリオール、好
ましくはグリセロールまたはポリグリセロールの混合エステル、
・モノ－、ジ－およびトリアルキルホスフェート、およびモノ－、ジ－および／またはト
リ－ＰＥＧアルキルホスフェートおよびその塩；
・羊毛脂アルコール；
・ポリシロキサン－ポリアルキル－ポリエーテルコポリマーおよび対応する誘導体；
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・ブロックコポリマー、例えばポリエチレングリコール－３０ジポリヒドロキシステアレ
ート；
・ポリマー乳化剤、例えばGoodrich製のPemulenグレード（ＴＲ－１、ＴＲ－２）；
・ポリアルキレングリコール、および、
・グリセロールカーボネート。
【００４１】
　〔エチレンオキシド付加生成物〕
　脂肪アルコール、脂肪酸、アルキルフェノールへの、またはヒマシ油への、エチレンオ
キシドおよび／またはプロピレンオキシドの付加生成物は既知であり、市販製品である。
これらは、同族体混合物であり、その平均アルコキシ化度は、エチレンオキシドおよび／
またはプロピレンオキシドと付加反応を行う基質との、物質量の比に相当する。エチレン
オキシドのグリセロールへの付加生成物のＣ１２／１８－脂肪酸モノ－およびジエステル
は、化粧品製剤のための再脂化剤として知られている。
【００４２】
　〔アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシド〕
　アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシド、その製造およびその使用は、先
行技術から既知である。これらは、特に、グルコースまたはオリゴ糖と８～１８個の炭素
原子を有する第一級アルコールとを反応させることによって製造される。グリコシド基に
関して、環状糖基がグリコシド結合によって脂肪アルコールに結合しているモノグリコシ
ドならびに好ましくは約８までのオリゴマー化度を有するオリゴマーグリコシドの両方が
適している。ここで、オリゴマー化度は統計学的平均値であり、この値は、上記のような
工業用グレード製品に一般的な同族体分布に基づいている。
【００４３】
　〔部分グリセリド〕
　適当な部分グリセリドの代表例は、ヒドロキシステアリン酸モノグリセリド、ヒドロキ
システアリン酸ジグリセリド、イソステアリン酸モノグリセリド、イソステアリン酸ジグ
リセリド、オレイン酸モノグリセリド、オレイン酸ジグリセリド、リシノール酸モノグリ
セリド、リシノール酸ジグリセリド、リノール酸モノグリセリド、リノール酸ジグリセリ
ド、リノレン酸モノグリセリド、リノレン酸ジグリセリド、エルカ酸モノグリセリド、エ
ルカ酸ジグリセリド、酒石酸モノグリセリド、酒石酸ジグリセリド、クエン酸モノグリセ
リド、クエン酸ジグリセリド、リンゴ酸モノグリセリド、リンゴ酸ジグリセリド、および
製造工程の微量生成物として少量のトリグリセリドを含み得るそれらの工業用グレードの
混合物である。前記部分グリセリドへの１～３０ｍｏｌ、好ましくは５～１０ｍｏｌのエ
チレンオキシドの付加生成物も、同様に適する。
【００４４】
　〔ソルビタンエステル〕
　適当なソルビタンエステルは、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンセスキイ
ソステアレート、ソルビタンジイソステアレート、ソルビタントリイソステアレート、ソ
ルビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート、ソルビタンジオレエート、ソル
ビタントリオレエート、ソルビタンモノエルケート、ソルビタンセスキエルケート、ソル
ビタンジエルケート、ソルビタントリエルケート、ソルビタンモノリシノレエート、ソル
ビタンセスキリシノレエート、ソルビタンジリシノレエート、ソルビタントリリシノレエ
ート、ソルビタンモノヒドロキシステアレート、ソルビタンセスキヒドロキシステアレー
ト、ソルビタンジヒドロキシステアレート、ソルビタントリヒドロキシステアレート、ソ
ルビタンモノタルトレート、ソルビタンセスキタルトレート、ソルビタンジタルトレート
、ソルビタントリタルトレート、ソルビタンモノシトレート、ソルビタンセスキシトレー
ト、ソルビタンジシトレート、ソルビタントリシトレート、ソルビタンモノマレエート、
ソルビタンセスキマレエート、ソルビタンジマレエート、ソルビタントリマレエート、お
よびこれらの工業用グレード混合物である。前記ソルビタンエステルの、エチレンオキシ
ドの１～３０ｍｏｌ、好ましくは５～１０ｍｏｌ付加生成物も、同様に適する。
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【００４５】
　〔ポリグリセロールエステル〕
　適当なポリグリセロールエステルの代表例は、ポリグリセリル－２　ジポリヒドロキシ
ステアレート（Dehymuls（登録商標）PGPH）、ポリグリセロール－３　ジイソステアレー
ト（Lameform（登録商標）TGI）、ポリグリセリル－４　イソステアレート（Isolan（登
録商標）GI 34）、ポリグリセリル－３　オレエート、ジイソステアロイルポリグリセリ
ル－３ジイソステアレート（Isolan（登録商標）PDI）、ポリグリセリル－３　メチルグ
ルコースジステアレート（Tego Ｃare（登録商標）450）、ポリグリセリル－３　蜜ろう
（Cera Bellina（登録商標））、ポリグリセリル－４　カプレート（Polyglycerol Capra
te T2010/90）、ポリグリセリル－３　セチルエーテル（Chimexane（登録商標）ＮL）、
ポリグリセリル－３　ジステアレート（Cremophor（登録商標）GS 32）およびポリグリセ
リルポリリシノレエート（Admul（登録商標）WOL 1403）、ポリグリセリルダイマレート
イソステアレート、およびそれらの混合物である。さらに適当なポリオールエステルの例
は、トリメチロールプロパンまたはペンタエリスリトールとラウリン酸、ヤシ脂肪酸、獣
脂脂肪酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、ベヘン酸などとの、エチレンオキ
シド１～３０モルと任意に反応した、モノ－、ジ－およびトリエステルである。
【００４６】
　〔アニオン性乳化剤〕
　通常のアニオン性乳化剤は、１２～２２個の炭素原子を有する脂肪族脂肪酸、例えば、
パルミチン酸、ステアリン酸またはベヘン酸、および１２～２２個の炭素原子を有するジ
カルボン酸、例えば、アゼライン酸またはセバシン酸である。
【００４７】
　〔両性およびカチオン性乳化剤〕
　さらに、双性イオン性界面活性剤を乳化剤として使用することができる。「双性イオン
性界面活性剤」の用語は、少なくとも１つの第四級アンモニウム基および少なくとも１つ
のカルボキシレートおよび１つのスルホネート基を分子中に有する表面活性化合物を意味
する。特に適当な双性イオン性界面活性剤は、いわゆるベタイン、例えば、Ｎ－アルキル
－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート、例えばココアルキルジメチルアンモニウ
ムグリシネート、Ｎ－アシルアミノプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネー
ト、例えばココアシルアミノプロピル－ジメチルアンモニウムグリシネート、および２－
アルキル－３－カルボキシメチル－３－ヒドロキシエチルイミダゾリンであり（いずれの
場合にも、アルキルまたはアシル基に８～１８個の炭素原子を有する）、およびココアシ
ルアミノエチルヒドロキシエチルカルボキシメチルグリシネートである。特に好ましくは
、ＣＴＦＡ名コカミドプロピルベタインの名称で既知の脂肪酸アミド誘導体である。両性
界面活性剤も同様に適当な乳化剤である。「両性界面活性剤」という用語は、Ｃ８／１８

－アルキルまたはアシル基は別として、少なくとも１つの遊離のアミノ基および少なくと
も１つの－ＣＯＯＨまたは－ＳＯ３Ｈ基を分子中に含有し、内部塩を形成することができ
る表面活性化合物を意味する。両性界面活性剤の適当な例は、いずれの場合にも、約８～
１８個の炭素原子をアルキル基に有する、Ｎ－アルキルグリシン、Ｎ－アルキルアミノプ
ロピオン酸、Ｎ－アルキルアミノ酪酸、Ｎ－アルキルイミノジプロピオン酸、Ｎ－ヒドロ
キシエチル－Ｎ－アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ－アルキルタウリン、Ｎ－アルキ
ルサルコシン、２－アルキルアミノプロピオン酸およびアルキルアミノ酢酸である。特に
好ましい両性界面活性剤は、Ｎ－ココアルキルアミノプロピオネート、ココアシルアミノ
エチルアミノプロピオネートおよびＣ１２／１８－アシルサルコシンである。最後に、カ
チオン性界面活性剤も乳化剤として適当であり、エステルクォート型のもの、好ましくは
メチル－四級化ジ脂肪酸トリエタノールアミンエステル塩、が特に好ましい。
【００４８】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの脂肪またはワックス
をさらに含有する。
【００４９】
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　脂肪の代表例は、グリセリド、すなわち、高級脂肪酸の混合グリセロールエステルから
本質的になる、固体または液体の植物または動物生成物であり、適するワックスは、特に
天然ワックス、例えばカンデリラワックス、カルナウバロウ、木ロウ、アフリカハネガヤ
ワックス、コルクワックス、グアルマ（guaruma）ワックス、コメ胚油ワックス、サトウ
キビワックス、オウリキュリー（ouricury）ワックス、モンタンワックス、蜜ろう、セラ
ックワックス、鯨ろう、ラノリン（羊毛ワックス）、尾羽脂、セレシン、オゾケライト（
地ろう）、鉱油、パラフィンワックス、微結晶ワックス；化学修飾したワックス（硬ワッ
クス）、例えばモンタンエステルワックス、サゾール（sasol）ワックス、水素添加ホホ
バワックス、ならびに、合成ワックス、例えばポリアルキレンワックスおよびポリエチレ
ングリコールワックスである。脂肪に加えて、適当な添加剤は、脂肪様の物質、例えばレ
シチンおよびリン脂質である。「レシチン」という用語は、脂肪酸、グリセロール、リン
酸およびコリンからエステル化によって生成するグリセロリン脂質を意味すると当業者に
理解される。従って、レシチンは、専門家の世界ではホスファチジルコリン（ＰＣ）と称
されることも多い。天然レシチンの例としては、ケファリンが挙げられ、これは、ホスフ
ァチジン酸とも称され、１，２－ジアシル－ｓｎ－グリセロール－３－リン酸の誘導体を
構成する。対照的に、リン脂質は、リン酸とグリセロールとのモノエステル、好ましくは
ジエステル（グリセロールホスフェート）を意味すると通常は理解されており、これは、
一般に脂肪と分類されている。さらに、スフィンゴシンまたはスフィンゴ脂質も適当であ
る。
【００５０】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの真珠光沢ワックスを
さらに含有する。
【００５１】
　適当な真珠光沢ワックスの例は以下である：アルキレングリコールエステル、特にエチ
レングリコールジステアレート；脂肪酸アルカノールアミド、特にヤシ油脂肪酸ジエタノ
ールアミド；部分グリセリド、特にステアリン酸モノグリセリド；多塩基性の任意にヒド
ロキシ置換されたカルボン酸と、６～２２個の炭素原子を有する脂肪アルコールとのエス
テル、特に酒石酸の長鎖エステル；合計して少なくとも２４個の炭素原子を有する脂肪物
質、例えば、脂肪アルコール、脂肪ケトン、脂肪アルデヒド、脂肪エーテルおよび脂肪カ
ーボネート、特にラウロンおよびジステアリルエーテル；脂肪酸、例えばステアリン酸、
ヒドロキシステアリン酸またはベヘン酸、１２～２２個の炭素原子を有するオレフィンエ
ポキシドの、１２～２２個の炭素原子を有する脂肪アルコールおよび／または２～１５個
の炭素原子および２～１０個のヒドロキシル基を有するポリオールによる開環生成物；お
よびそれらの混合物。
【００５２】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの稠度調節剤および／
または増粘剤をさらに含有する。
【００５３】
　適当な稠度調節剤は、１２～２２個、好ましくは１６～１８個の炭素原子を有する第１
級脂肪アルコールまたはヒドロキシ脂肪アルコール、ならびに部分グリセリド、脂肪酸ま
たはヒドロキシ脂肪酸である。これらの物質と、アルキルオリゴグルコシドおよび／また
は同一鎖長の脂肪酸Ｎ－メチルグルカミドおよび／またはポリグリセロールポリ－１２－
ヒドロキシステアレートとの組合せが好ましい。適当な増粘剤は、例えば、Aerosilグレ
ート（親水性シリカ）、多糖、特にキサンタンゴム、グアール、寒天、アルギネートおよ
びチロース（tylose）、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロースおよ
びヒドロキシプロピルセルロース、ならびに比較的高分子量の脂肪酸ポリエチレングリコ
ールモノエステルおよびジエステル、ポリアクリレート（例えば、Goodrich製のCarbopol
（登録商標）およびPemulenグレード；Sigma製のSynthalen（登録商標）；Kelco製のKelt
rolグレード；Seppic製のSepigelグレード；Allied Colloids製のSalcareグレード）、ポ
リアクリルアミド、ポリマー、ポリビニルアルコールおよびポリビニルピロリドンである
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。ベントナイト、例えば、シクロペンタシロキサン、ジステアルジモニウムヘクトライト
およびプロピレンカーボネートの混合物であるRheox製のBentone（登録商標）Gel VS 5PC
も、特に有効であることがわかった。界面活性剤、例えば、エトキシ化脂肪酸グリセリド
、脂肪酸とポリオールとの、例えば、ペンタエリスリトールまたはトリメチロールプロパ
ンとのエステル、狭い同族体分布を有する脂肪アルコールエトキシレートまたはアルキル
オリゴグルコシド、ならびに、電解質、例えば、塩化ナトリウムおよび塩化アンモニウム
も適当である。
【００５４】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの過脂肪剤をさらに含
有する。
【００５５】
　使用できる過脂肪剤は、例えば、ラノリンおよびレシチン、およびポリエトキシ化また
はアシル化ラノリンおよびレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モノグリセリド
および脂肪酸アルカノールアミドなどの物質であり、後者は発泡安定剤としても働く。
【００５６】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの安定剤をさらに含有
する。
【００５７】
　使用できる安定剤は、脂肪酸の金属塩であり、例えば、マグネシウム、アルミニウムお
よび／または亜鉛ステアレートまたはリシノレエートである。
【００５８】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのポリマーをさらに含
有する。
【００５９】
　適当なカチオン性ポリマーは、例えば、カチオン性セルロース誘導体、例えば、ポリマ
ーＪＲ ４００（登録商標）の名称でAmercholより入手できる第四級化ヒドロキシエチル
セルロース、カチオン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミドのコポリマ
ー、第四級化ビニルピロリドン－ビニルイミダゾールポリマー、例えば、Luviquat（登録
商標）（BASF）、ポリグリコールとアミンとの縮合生成物、第四級化コラーゲンポリペプ
チド、例えば、ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン（Lamequat（
登録商標）L/Gruenau）、第四級化コムギポリペプチド、ポリエチレンイミン、カチオン
性シリコーンポリマー、例えば、アモジメチコーン、アジピン酸とジメチルアミノヒドロ
キシ－プロピルジエチレントリアミンとのコポリマー（Ｃartaretins（登録商標）/Sando
z）、アクリル酸とジメチルジアリルアンモニウムクロリドとのコポリマー（Merquat（登
録商標）550/Chemviron）、ポリアミノポリアミド、およびその架橋した水溶性ポリマー
、カチオン性キチン誘導体、例えば、第四級化キトサン、所望により微結晶分散体、ジハ
ロアルキル（例えばジブロモブタン）と、ビスジアルキルアミン（例えばビス－ジメチル
アミノ－１，３－プロパン）との縮合生成物、カチオン性グアールゴム、例えば、Celane
se製のJaguar（登録商標）CBS、Jaguar（登録商標）C-17、Jaguar（登録商標）C-16、第
四級化アンモニウム塩ポリマー、例えば、Miranol製のMirapol（登録商標）A-15、Mirapo
l（登録商標）AD-1、Mirapol（登録商標）AZ-１である。
【００６０】
　適当なアニオン性、双性イオン性、両性およびノニオン性ポリマーは、例えば、酢酸ビ
ニル－クロトン酸コポリマー、ビニルピロリドン－アクリル酸ビニルコポリマー、酢酸ビ
ニル－マレイン酸ブチル－アクリル酸イソボルニルコポリマー、メチルビニルエーテル－
無水マレイン酸コポリマーおよびそのエステル、未架橋のポリアクリル酸およびポリオー
ルで架橋したポリアクリル酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド
－アクリレートコポリマー、オクチルアクリルアミド－メタクリル酸メチル－tert－ブチ
ルアミノエチルメタクリレート－２－ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー、ポ
リビニルピロリドン、ビニルピロリドン－酢酸ビニルコポリマー、ビニルピロリドン－ジ
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メチルアミノエチルメタクリレート－ビニルカプロラクタムターポリマーおよび所望によ
り誘導体化したセルロースエーテルおよびシリコーンである。
【００６１】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのシリコーン化合物を
さらに含有する。
【００６２】
　適当なシリコーン化合物は、例えば、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシ
ロキサン、環状シリコーン、およびアミノ－、脂肪酸－、アルコール－、ポリエーテル－
、エポキシ－、フッ素－、グリコシド－および／またはアルキル－変性シリコーン化合物
であり、これらは、室温で液体または樹脂形態のいずれかであり得る。シメチコンも適当
であり、これは、２００～３００のジメチルシロキサン単位の平均鎖長を有するジメチコ
ーンと水素化シリケートの混合物である。
【００６３】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのＵＶ光保護フィルタ
ーをさらに含有する。
【００６４】
　ＵＶ光保護因子は、例えば、室温で液体または結晶性であり、かつ、紫外線を吸収し、
吸収したエネルギーをより長波長の放射、例えば熱の形態で再び放出することができる有
機物質（光保護フィルター）を意味すると理解すべきである。ＵＶＢフィルターは、油溶
性または水溶性であることができる。油溶性物質の例を以下に挙げる：
・３－ベンジリデンカンファーまたは３－ベンジリデンノルカンファーおよびその誘導体
、例えば３－（４－メチルベンジリデン）カンファー；
・４－アミノ安息香酸誘導体、好ましくは４－（ジメチルアミノ）安息香酸２－エチルヘ
キシル、４－（ジメチルアミノ）安息香酸２－オクチルおよび４－（ジメチルアミノ）安
息香酸アミル；
・ケイ皮酸のエステル、好ましくは４－メトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル、４－メト
キシケイ皮酸プロピル、４－メトキシケイ皮酸イソアミル、２－シアノ－３，３－フェニ
ルケイ皮酸２－エチルヘキシル（オクトクリレン）；
・サリチル酸のエステル、好ましくはサリチル酸２－エチルヘキシル、サリチル酸４－イ
ソプロピルベンジル、サリチル酸ホモメンチル；
・ベンゾフェノンの誘導体、好ましくは２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、
２－ヒドロキシ－４－メトキシ－４’－メチルベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ
－４－メトキシベンゾフェノン；
・ベンザルマロン酸のエステル、好ましくは４－メトキシベンザルマロン酸ジ－２－エチ
ルヘキシル；
・トリアジンの誘導体、例えば２，４，６－トリアニリノ（ｐ－カルボ－２’－エチル－
１’－ヘキシルオキシ）－１，３，５－トリアジンおよびオクチルトリアゾンまたはジオ
クチルブタアミドトリアゾン（Uvasorb（登録商標）HEB）；
・プロパン－１，３－ジオン、例えば１－（４－tert－ブチルフェニル）－３－（４’－
メトキシフェニル）－プロパン－１，３－ジオン；
・ケトトリシクロ（５．２．１．０）デカン誘導体。
【００６５】
　適当な水溶性物質は、以下である：
・２－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸およびそのアルカリ金属、アルカリ
土類金属、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウムおよびグル
クアンモニウム塩；
・ベンゾフェノンのスルホン酸誘導体、好ましくは２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾ
フェノン－５－スルホン酸およびその塩；
・３－ベンジリデンカンファーのスルホン酸誘導体、例えば４－（２－オキソ－３－ボル
ニリデンメチル）－ベンゼンスルホン酸および２－メチル－５－（２－オキソ－３－ボル
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ニリデン）スルホン酸およびその塩。
【００６６】
　適当な通常のＵＶ－Ａフィルターは、特に、ベンゾイルメタンの誘導体、例えば１－（
４’－tert－ブチルフェニル）－３－（４’－メトキシフェニル）プロパン－１，３－ジ
オン、４－tert－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン（Parsol（登録商標）1789
）、１－フェニル－３－（４’－イソプロピルフェニル）プロパン－１，３－ジオン、お
よびエナミン化合物である。勿論、ＵＶ－ＡおよびＵＶ－Ｂフィルターを、混合物で使用
することもできる。特に好ましい組合せは、ベンゾイルメタンの誘導体、例えば４－tert
－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン（Parsol（登録商標）1789）および２－シ
アノ－３，３－フェニルケイ皮酸２－エチルヘキシル（オクトクリレン）からなり、ケイ
皮酸のエステル、好ましくは４－メトキシケイ皮酸２－エチルヘキシルおよび／または４
－メトキシケイ皮酸プロピルおよび／または４－メトキシケイ皮酸イソアミルと組合せる
。有利には、このような組合せを、水溶性フィルター、例えば、２－フェニルベンズイミ
ダゾール－５－スルホン酸およびそのアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、
アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウムおよびグルクアンモニウム塩と組合せ
る。
【００６７】
　上記した可溶性物質に加えて、不溶性の光保護顔料、すなわち、微細に分散させた金属
酸化物または塩も、この目的に適当である。適当な金属酸化物の例は、特に、酸化亜鉛お
よび二酸化チタン、ならびに、鉄、ジルコニウム、ケイ素、マンガン、アルミニウムおよ
びセリウムの酸化物およびこれらの混合物である。使用しうる塩は、ケイ酸塩(タルク)、
硫酸バリウムまたはステアリン酸亜鉛である。これらの酸化物および塩を、皮膚ケアおよ
び皮膚保護エマルジョンおよび美容化粧品のための顔料の形態で使用する。ここで、これ
らの粒子は、１００ｎｍ未満、好ましくは５～５０ｎｍ、特に１５～３０ｎｍの平均直径
を有しているべきである。これらは球の形状を有していてよいが、楕円形の粒子または球
形からいくらかはずれた形状の粒子を使用することもできる。また、顔料を、表面処理す
ること、すなわち親水性化または疎水性化することもできる。その代表例は、被覆した二
酸化チタン、例えば、Titandioxid T 805（Degussa）およびEusolex（登録商標）T2000（
Merck）である。ここで、適当な疎水性被覆材料は、主にシリコーンであり、特にこの場
合、トリアルコキシオクチルシランまたはシメチコーンである。日焼け止め剤において、
いわゆるミクロまたはナノ顔料を使用することが好ましい。ミクロ化した酸化亜鉛を使用
することが好ましい。
【００６８】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの生物起源の活性成分
および／または酸化防止剤をさらに含有する。
【００６９】
　生物起源の活性成分とは、例えば、トコフェロール、トコフェロールアセテート、トコ
フェロールパルミテート、アスコルビン酸、（デオキシ）リボ核酸およびその断片化生成
物、β－グルカン、レチノール、ビサボロール、アラントイン、フィタントリオール、パ
ンテノール、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、偽セラミド、精油、植物抽出物、例えば、
プラナス抽出物、バンバラナッツ抽出物およびビタミン複合体などを意味すると理解され
る。
【００７０】
　酸化防止剤は、ＵＶ線が皮膚を貫通したときに開始される光化学反応連鎖を遮断する。
その代表例は、アミノ酸（例えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファン）
およびその誘導体、イミダゾール（例えば、ウロカニン酸）およびその誘導体、ペプチド
、例えばＤ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシンおよびその誘導体（例え
ば、アンセリン）、カロテノイド、カロテン（例えば、α－カロテン、β－カロテン、リ
コピン）およびその誘導体、クロロゲニン酸およびその誘導体、リポ酸およびその誘導体
(例えば、ジヒドロリポ酸)、アウロチオグルコース、プロピルチオウラシルおよび他のチ
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オール（例えば、チオレドキシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シスタミンお
よびそのグリコシル、Ｎ－アセチル、メチル、エチル、プロピル、アミル、ブチルおよび
ラウリル、パルミトイル、オレイル、γ－リノレイル、コレステリルおよびグリセリルエ
ステル）およびその塩、ジラウリルチオジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピオ
ネート、チオジプロピオン酸およびその誘導体(エステル、エーテル、ペプチド、脂質、
ヌクレオチド、ヌクレオシドおよび塩)、および極めて少ない許容用量（例えば、ｐモル
～μモル／ｋｇ）で用いるスルホキシイミン化合物（例えば、ブチオニンスルホキシイミ
ン、ホモシステインスルホキシイミン、ブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキサ－および
ヘプタ－チオニンスルホキシイミン）、ならびに、（金属）キレート剤（例えば、α－ヒ
ドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラクトフェリン）、α－ヒドロキシ酸（例
えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フミン酸、胆汁酸、胆汁抽出物、ビリルビン、ビリ
ベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡおよびその誘導体、不飽和脂肪酸およびその誘導体（例え
ば、γ－リノレン酸、リノール酸、オレイン酸)、葉酸およびその誘導体、ユビキノンお
よびユビキノールおよびその誘導体、ビタミンＣおよび誘導体(例えば、パルミチン酸ア
スコルビル、リン酸Ｍgアスコルビル、酢酸アスコルビル）、トコフェロールおよび誘導
体（例えば、ビタミンＥアセテート）、ビタミンＡおよび誘導体（ビタミンＡパルミテー
ト）およびガムベンゾインのコニフェリルベンゾエート、ルチン酸およびその誘導体、α
－グリコシルルチン、フェルラ酸、フルフリリデングルシトール、カルノシン、ブチルヒ
ドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ノルジヒドログアイアシン酸、ノルジ
ヒドログアイアレチン酸、トリヒドロキシブチロフェノン、尿酸およびその誘導体、マン
ノースおよびその誘導体、スーパーオキシドジスムターゼ、亜鉛およびその誘導体（例え
ば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ４）、セレンおよびその誘導体（例えば、セレノメチオニン）、ス
チルベンおよびその誘導体（例えば、スチルベンオキシド、トランス－スチルベンオキシ
ド）および本発明に従って適当なこれら活性成分の誘導体(塩、エステル、エーテル、糖
、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチドおよび脂質)である。
【００７１】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの抗菌剤および／また
は防腐剤をさらに含有する。
【００７２】
　適当な抗菌剤は、原則として、グラム陽性菌に対して効果的である全ての物質であり、
例えば、４－ヒドロキシ安息香酸およびその塩およびエステル、Ｎ－（４－クロロフェニ
ル）－Ｎ'－（３，４－ジクロロフェニル）尿素、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒ
ドロキシジフェニルエーテル（トリクロサン）、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノー
ル、２，２'－メチレンビス（６－ブロモ－４－クロロフェノール）、３－メチル－４－
（１－メチルエチル）フェノール、２－ベンジル－４－クロロフェノール、３－（４－ク
ロロフェノキシ）－１，２－プロパンジオール、３－ヨード－２－プロピニルブチルカル
バメート、クロルヘキシジン、３，４，４’－トリクロロカルバニリド（ＴＴＣ）、抗菌
性香料、チモール、タイム油、オイゲノール、丁子油、メントール、ハッカ油、ファルネ
ソール、フェノキシエタノール、グリセロールモノカプレート、グリセロールモノカプリ
レート、グリセロールモノラウレート（ＧＭＬ）、ジグリセロールモノカプレート（ＤＭ
Ｃ）、サリチル酸Ｎ－アルキルアミド、例えば、Ｎ－オクチルサリチルアミドまたはＮ－
デシルサリチルアミドである。
【００７３】
　適当な防腐剤は、例えば、フェノキシエタノール、ホルムアルデヒド溶液、パラベン、
ペンタンジオールまたはソルビン酸、およびSurfacins（登録商標）の名称で知られる銀
錯体、ならびにＣosmetics DirectiveのAnnex６、Part ＡおよびＢに記載される他の種類
の物質である。
【００７４】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの被膜形成剤をさらに
含有する。
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【００７５】
　通常の被膜形成剤は、例えば、キトサン、微結晶キトサン、第四級化キトサン、ポリビ
ニルピロリドン、ビニルピロリドン－酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸系のポリマー、
第四級セルロース誘導体、コラーゲン、ヒアルロン酸およびそれらの塩、および同様の化
合物である。
【００７６】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つの膨潤剤をさらに含有
する。
【００７７】
　水相のための膨潤剤は、モンモリロナイト、粘土鉱物物質、Pemulen、およびアルキル
変性カーボポールグレード（Goodrich）であってよい。他の適当なポリマーおよび膨潤剤
は、R.Lochheadによる報告である、Cosm. Toil.、１０８、９５（１９９３）に記載され
ている。
【００７８】
　本発明の１つの態様において、化粧品組成物は、少なくとも１つのヒドロトロープ剤を
さらに含有する。
【００７９】
　流動挙動を改良するために、例えば、エタノール、イソプロピルアルコール、またはポ
リオールなどのヒドロトロープ剤を使用することもできる。ここで、適当なポリオールは
、好ましくは２～１５個の炭素原子、および、少なくとも２つのヒドロキシル基を有する
。ポリオールはさらなる官能基を、特にアミノ基を含有することもでき、または窒素で修
飾されていてよい。代表例は以下である：
・グリセロール；
・アルキレングリコール、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ブチレングリコール、へキシレングリコール、および１００～１０００
ダルトンの平均分子量を有するポリエチレングリコール；
・１．５～１０の自己縮合度を有する工業用グレードのオリゴグリセロール混合物、例え
ば、４０～５０重量％のジグリセロール含量を有する工業用グレードのジグリセロール混
合物；
・メチロール化合物、例えば、特に、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、
トリメチロールブタン、ペンタエリスリトールおよびジペンタエリスリトール；
・低アルキルグルコシド、特に、アルキル基に１～８個の炭素原子を有するアルキルグル
コシド、例えば、メチルおよびブチルグルコシド；
・５～１２個の炭素原子を有する糖アルコール、例えば、ソルビトールまたはマンニトー
ル、
・５～１２個の炭素原子を有する糖、例えば、グルコースまたはスクロース；
・アミノ糖、例えば、グルカミン；
・ジアルコールアミン、例えば、ジエタノールアミンまたは２－アミノ－１，３－プロパ
ンジオール。
【００８０】
　さらなる成分の総量は、組成物に基づいて、１～５０重量％、好ましくは５～４０重量
％であり得る。組成物を、通常の冷間法または熱間法によって製造することができる。相
反転温度法を使用することが好ましい。
【実施例】
【００８１】
　〔メラニン形成阻害試験〕
　メラノサイト（Ｂ１６セルライン）を、ウシ胎仔血清(ＦＣＳ)を含む標準の細胞培養培
地に接種した。３７℃およびＣＯ2＝５％で３日間インキュベートした後、増殖培地を、
試験する化合物を広範な濃度で含む標準培地および成分を含まない対照と交換した。３日
間のインキュベートの後、メラニンのレベルを、４７５ｎｍにおいて光学密度を記録する
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ことによって測定した。細胞をバランス塩によって洗浄し、０.１Ｍ ＮａＯＨ溶液中でホ
モジナイズした後、生存細胞数を、細胞タンパク質レベルの評価（Bradford法）によって
測定した。
【００８２】
　結果を、１～３回アッセイ(それぞれ３重)における平均として、対照(化合物を含まな
い細胞培養培地)に対する％で表した。
【００８３】
【表１】

【００８４】
　１－アミノ－３－フェニル尿素（別名：４－フェニルセミカルバジド）［CAS 537-47-3
］、１－アミノ－３－（２，４－ジメチルフェニル）尿素（別名：４－（２－４－キシリ
ル）セミカルバジド）［CAS 201137-86-2］、および１－アミノ－１－メチル－３－フェ
ニル尿素（別名：２－メチル－４－フェニルセミカルバジド）［CAS 19102-24-0］は、Si
gma－Aldrichより入手可能である。
【００８５】
　本結果は、試験した式（I）で表される化合物が、用量依存的にメラノサイトにおける
メラニン合成の割合を、何らの細胞毒性の作用もなく、低下させることを示すものであっ
た。
【００８６】
　〔マッシュルームチロシナーゼ阻害試験〕
　チロシナーゼは、メラニン生合成経路において、初期段階：チロシンのジヒドロキシフ
ェニルアラニン（ＤＯＰＡ）への酸化、および、ＤＯＰＡのドーパキノンへの酸化を触媒
する重要な酵素である。
【００８７】
　ｐＨ６.８のリン酸緩衝液中で、試験化合物の濃度の範囲で、および化合物を含まない
対照で、ＤＯＰＡを混合した。マッシュルームチロシナーゼを添加した後、ＤＯＰＡの酸
化を、４７５ｎｍで３０秒間、ＯＤを測定することにより記録した。
【００８８】
　チロシナーゼ阻害の％を、２～３回アッセイの平均として、対照に対する％で表した。
【００８９】
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【表２】

【００９０】
　本結果は、式（I）で表される試験化合物が、用量依存的にチロシナーゼを阻害するこ
とを示すものであった。
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